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は じ め に 

 

平成２０年、小林市の地域学校協働活動推進事業（当時は学校支援地域本部事業）がモデル校を

指定して始まりました。その後、２１校すべてに学校運営協議会ができ、コミュニティースクール

の機能を生かしての取組が、各学校で今日まで続いています。 

今年度の実践記録集では、コロナ禍が続く中でも「地域人材との連携・協働した多様な取組を途

絶えさせない」ため、様々な工夫をして実施した事例が多数報告されています。人々が繋がること

が難しくなっている中、活動内容を精選し、感染対策を徹底して実施していただいた学校と地域の

皆様の御努力に心より敬意を表し、感謝申し上げます。 

コロナ以前の状態に戻るには時間がかかるでしょう。それでも、様々な制約がある中で実施でき

たという事実は、今後の活動に大きな効果をもたらすものと考えています。児童生徒を分散しての

実施や外部講師のリモート授業、話合いの場面をタブレット端末で補うなど、ソーシャルディスタ

ンスに配慮した取組が昨年度から続いています。今後も、学校の創意工夫を生かして、コロナ禍で

の地域学校協働活動の在り方を考えていただければと思います。 

さて、市内の小・中学校で実施される地域学校協働活動は、年間６千件以上、参加者は延べ３万

人に上ります。この数字だけを見ると、地域や学校の中に活動が定着していると言えます。しかし、

それはゴールではありません。少子高齢化の影響が深刻な市町村の一つとして、活動を通して子ど

もたちの学びや成長を支え、地域住民の生きがいづくりに貢献し、地域と学校がパートナーとして

「学校を核とした地域づくり」を目指すことが真のゴールへの道です。だからこそ、地域が学校を

支援し学校が地域に協力するという「双方向の関係」から、共通の目的をもった個人や団体が任意

につながる「緩やかなネットワーク」が重要になってくると考えています。 

住みやすく持続可能な社会をどう創っていくのか、そのような社会を担う子どもたちをどう育て

るのか、学校と子どもたちに関わる全ての人々が話し合い、連携し、新たな活動を生み出していく、

これがネットワークの役割です。学校運営協議会委員でもある地域コーディネーターの皆さんや、

各校区のまちづくり協議会を始め、さまざまな組織・団体・企業と繋がる中で、地域の特色を生か

した活動を推進していくことが、これからの小林市には求められています。 

本実践記録集は、小・中学校２１校の協力を得て作成されました。この中には、各校の特色ある

取組や成果と課題、今後の方向性等が掲載されています。教職員や保護者のみならず、地域の皆様

にも手に取っていただき、本市の取組に御理解と御支援を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 最後に、本冊子の編集にあたり、御協力いただきました関係各位に対して、厚くお礼を申し上げ

るとともに、各学校において積極的に活用されることを心より願っています。 

 

 

 

令和 ４年 ３月 

小林市教育委員会 

教育長 中屋敷 史生 
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【 小林小学校 】 

 

１ 実施状況       

○  読み聞かせ（通年）         ○  立番指導（通年） 

○  薬物乱用防止教室（７月）      ○  兵児踊りの指導（７月～９月）     

○  図書館見学（１１月）        ○  福祉体験活動（１１月、１２月） 

○  非行防止教室（１２月）       ○  手話体験（１月） 

ボランティア登録者数（ ５０ ）人  

年間参加者実数（１９２１）人 見込も含む 

【連携・協働している機関】 〇 読み聞かせ「くすの木文庫」 

〇 小林市社会福祉協議会 

 

２ 特色ある取組の紹介        

１ 「福祉体験活動」 

 〇 活動内容 

    本校では、総合的な学習の時間「障がいについて考えよう（４年生対象）」に、障がいのある方々

に対する理解を深めるための学習活動を展開している。体験的な活動を通して、「知的、視覚、肢

体不自由」などの様々な障がいに関する理解を深めることで、障がいのある方々の立場に立って考

え、どのような行動をとればよいかについて学ぶ姿を目指している。 

    また、「手話講座（３・５年生対象）」では、手話について学ぶことを通して、手話が聴覚障

がいのある人にとって必要なコミュニケーションの一つであることを理解し、共に生活していこう

とする態度を育てることを目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 〇 参加者の声 

・ 障がいのある人にとっては、歩くことや字を書くことなどは難しいことを知りました。心のバリ

アフリーという言葉も初めて知りました。もし、障がいがある人に出会ったら、手助けをしたいで

す。（４年児童） 

・ 今日、手話について学習しました。手話を使って自己紹介をすることができました。自分の名前

も手話で表すことできました。良かったです。（３年児童） 

 

３ 取組の成果と課題 （○：成果 ●：課題）  

○ 様々な障がいのある方々との違いを感じながらも、同じ人間として力強く生きていくことのすばらし

さを感じることができ、共に生きていくことの大切さについて学んだり、社会的視野を広げたりするこ

とができた。 

● 他の教科・領域においても関連させながら、継続的に指導を行う必要がある。 

 

４ 課題解決の方策、今後の方向性など 

〇 福祉に関する言葉（「障がい者」等）についての事前指導を確実に行い、事後指導を継続的に行う

必要がある。 

〇 学年の発達段階に合わせて、系統的に指導を重ねていく必要がある。 

〇 外部講師との打ち合わせをしっかりと行い、関連的な指導を見通した学習内容の検討を行う。 

車いす体験（４年） 福祉についての講話（４年） 手話についての講話（３年） 



【 南小学校 】 

１ 実施状況     ◎ 今年度初めて実施した活動 

 

２ 特色ある取組の紹介 

１ 活動名 南小まつり 

２ 実施日 令和３年１０月２４日(日) 

３ 活動紹介 

  講師の先生を招いて、各学年、以下のような体験活動を行いました。 

１年生 ちぎり絵  ４年生 盆景、和楽器体験 

２年生 絵手紙、エコバッグ作り  ５年生 シンガーソングライター 

大野勇太さんによる 

音楽演奏＆キャリア講話 
３年生 お茶体験、しおり作り  ６年生 

 
 

       

 

 

 

 

４ 参加者の声 

  昨年度はコロナのため実施できなかったが、今年度は実施できよかった。子供達はいきいき

とした表情で取り組んでおり、毎年実施できたらよいと感じた。講師の先生も子供達とのふれ

あいを楽しんでいるようだった。(職員の感想) 
 
３ 取組の成果と課題  （〇:成果 ●:課題） 

○ ボランティアや地域の方々のおかげで、学習や体験活動の充実、環境整備につながってお

り、大変ありがたい。 

● 新型コロウイルス感染拡大防止対策のため内容変更が必要となることがあった。 
 

４ 課題解決の方策、今後の方向性など 

学習支援ボランティアを初め、児童の教育活動に地域のボランティアの方々の協力は不可欠

である。感染症対策を検討しながら、これからも、学校と地域互いの教育的ニーズをもとに、

学校と地域ボランティアとの連携を密にして、望ましい教育実践につないでいきたい。 

○ 読み聞かせ(通年)       ○ 朝の見守り活動(通年) 

○ 茶道クラブ(通年)       ○ 学習支援ボランティア(通年) 

◎ 炬火リレー(４月)       ○ 史跡めぐり６年(５月)      

○ ３H２(ホタル)学習３年(７月)         ◎ フラワーボランティア花壇整備(８・１１月)  

○ スーパー見学３年(９月)    ○ 南小祭り全学年(１０月)     

○ 消防署見学３年(３年)     ○ 清掃工場見学４年(１１月)    

○ 食育教室６年(１１月)     ○ 市立図書館見学２年(１１月)   

○ 警察署見学３年(１２月)    ○ 人権教室全学年(１２月)         

○ 議場見学６年(１２月)     ○ 租税教室６年(１２月)      

○ 保育園訪問５年(１２月) 

ボランティア登録者数（２１）人  

年間参加者実数（１３４）人 見込も含む 

【連携・協働している機関】 

○ まちづくり協議会 

○ 読み聞かせサークル「たんぽぽ」 

○ 人権擁護委員会 



【 細野小学校 】 

１ 実施状況      

○ ママーズによる読み聞かせ（通年） ○ 登下校の見守り （通年） ○ 心肺蘇生法講習（５月） 

○ 交通安全教室（４月） 奉仕作業（５月） ○ 風水害避難訓練（６月） ○ 不審者避難訓練（８月）   

○ そばの種まき（９月）  ○ 奉仕作業（９月） ○ 携帯スマホ安全教室（７月） ○ 味覚の授業（１０月）

○ 鑑賞教室（１０月）  ○ 消防署見学（１１月） ○ いのちの授業（１１月） ○ そば収穫（１１月）  

○ 史跡巡り（１１月） ○ 火災避難訓練（１１月） ○ いのちの授業（１２月）  ○ 給食感謝集会（１１月）

○ 立志の集い（１２月） ○ 小学生のハローワーク（１月） ○ 租税教室（１０月）  

ボランティア登録者数（２５）人  

年間参加者実数（１７５３）人 見込も含む 

【連携・協働している機関】 

○ 細野まちづくり協議会  ○ ＪＡ青年部 

○ 読み聞かせサークル「ママーズ」 

 

２ 特色ある取組の紹介         

○ 米作り 

   例年、細野小学校では５年生児童が米作り体験を行っており、今年度も JA 青年部や細野まち

づくり協議会の方々にご協力をいただき、田植え、草ぬき、稲刈りを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 収穫したもち米は、参観日に販売を行うとともに、そのもち米を使って作ったもちが５年生児童

に配付された。 

 

３ 取組の成果と課題 （○：成果 ●：課題）                 

○ 米作り体験を通して、作物を作る大変さや、育てることの難しさ、そして収穫の喜びなどを味わ

うことができた。 

○ どの行事に対しても地域の方々が積極的に支援してくださるので、学校教育環境の充実につな

がった。 

〇 コロナウイルス感染症の流行のため、中止になったり規模縮小になったりする行事もあったが、

様々なご協力のもと、児童が楽しめる行事を実施することができた。 

 

４ 課題解決の方策、今後の方向性など 

〇 地域の人々の支えで学校の環境が改善されているので、今後も協力していただけるように、連

絡や相談を密にとっていきたい。 

〇 今年度できなかった行事の実施方法などをしっかりと引き継いで、来年度からは例年通り実施

できるようにしていきたい。 



【 西小林小学校 】 
１ 実施状況 

○ 登下校安全指導(通年) ○ 読み聞かせ(通年) ○ 太鼓クラブ(通年) 

○ 茶飲ん場・放課後子ども教室(通年) ○ ２年まちたんけん（５、２月）  ○ ４年清掃工場（５月） 

○ ３年ホタル学習（５月） ○ ５・６年田植え（６月） ○ １年虫探し（７月） ○ ３年・５年手話講座（７月） 

○ ３年施設巡り（７月） ○ ６年市庁舎見学・議会傍聴（９月） ○３年味覚の授業（１０月） 

○ 稲刈り、脱穀（10、11月）  ○ ３年、４年地域人材活用（11月） ○ ５年お米学習発表会（11月）  

○ ３年消防署見学（11月）  ○ ６年持久走指導（１１月）  ○ ２年市立図書館（１２月） 

ボランティア登録者数（※登録なし）人 
年間参加者実数（１２０）人 

【連携・協働している機関】 

にっこばまちづくり協議会 

 
２ 特色ある取組の紹介 
① 「われら西小林探検隊！～西小林のすごい『もの・こと・人』を見つけよう」 

  ３年生の総合的な学習の時間では、西小林の自然環境のすばら

しさや昔から大切に守られているものがあることをテーマに学

習を展開している。この学習では、これからの自分の在り方や生

き方を考えるキャリア教育の観点から、地域

の人財（保護者）にゲストティーチャーをお

願いし、仕事への向き合い方や思い、今後の

目標等について話をしていただいた。子ども 

達は身近な方々からの話を直接聞くことが 

でき、自分の将来の夢や職業等について大い 

に参考になったようである。 

② 茶飲ん場・放課後子ども教室 

  本校では、毎月第１・３水曜日の放課後に、地域のみなさんと子どもたちが触れあう「茶飲

ん場・放課後子ども教室」が開催されている。今年度もにっこばまちづくり協議会のご協力に

より、伝統的な昔のおもちゃで遊んだり、スライムなどの物づくり体験をしたりしながら、楽

しく活動を行っている。毎回、興味・関心を高めるようなプログラムが工夫されており、子ど

もたちは放課後に地域の人と触れ合う楽しさを感じることができている。 

③ 陸上教室 

  小林高校の男子駅伝部監督の上原将平先生と駅伝部２名の生徒を講師に招いて、３年生以上

の児童に持久走の指導を行った。校内の持久走大会前に、走り 

方の参考になる指導をしていただき、子どもたちは、目を輝か

せながら参加していた。 

 
３ 取組の成果と課題 （○：成果 ●：課題） 

○ 今年度は初めての取組として、小林高等学校との連携を図った体育科指導を計画した。全国大

会等にも数多く出場し、実績を残している地域の学校との連携を図ることで、児童の意欲向上を

図るとともに、ふるさと・地域のよさを再確認することができた。 

● 教科学習やキャリア教育を目的とした学習活動等に、地域ボランティアを積極的に生かせるよ

う教育課程を地域との関わりの中で見直し、学習内容を工夫していきたい。 
 

４ 課題解決の方策、今後の方向性など 

○ 地域ボランティアの核となるにっこばまちづくり協議会との連携をさらに深め、地域に誇りを

もつ児童の育成を図るための教育活動について工夫していく。 

同じペースで走る方が、疲れが少ないということがよく
分かって、とても参考になりました。 



【 東方小学校 】 

１ 実施状況      

○ よんみろ会による読み聞かせ（通年） ○ 登下校指導（通年） ○ 二原遺跡見学（６月）  

○ 清掃工場見学（６月） ○ 県埋蔵文化財センターとのオンライン授業（７月） ○ 水源地見学（７月）  

○ 河川清掃と稚魚放流・魚つかみ取り（７月） ○ 郷土芸能（みっぎゃ）指導（８月）  

○ 社会科「租税教室」（１０月） ○ 人権教室（１２月） ○ シェフによる食育教室（１２月）  

○ 地域高齢者への年賀状（１２月） ○ 給食感謝集会（１月） ○ ５校合同キャリア教育学習会（１月）  

○ ＳDGsの授業（１月） ○ LGBTの授業（２月） 

ボランティア登録者数（２５）人  
年間参加者実数（１５６） 人見込みも含む 

【連携・協働している機関】 
小林市、人権擁護委員協議会、小林漁業協同組合など 

２ 特色ある取組の紹介        

１ 二原遺跡見学とオンライン授業 

 ○ 活動内容 

本年度、６年生が社会科の授業の一環として地域に残る貴重な文化財である「二原遺跡」の見学を

行った。見学に当たっては、社会教育課と連携して地下式横穴墓の内部を公開していただくとともに、

ガイドボランティアに協力してもらった。また、児童には一人一台タブレットＰＣを持たせ、写真を

撮ったり、メモを取ったりさせ、ＩＣＴの活用を図った。 

見学後の学習として、宮崎県埋蔵文化財センターとオンラインでつないで、見学してわかったこと

や歴史的考察について、職員にプレゼンしたり、わからないことを質問したりする授業を行った。埋

蔵文化財センターの職員に東方地区の歴史的背景や遺跡の価値についてわかりやすく解説していた

だき、地域に対する愛情や誇りを深めることができた。さらに、その授業には宮崎大学の小林博典先

生に参観してもらい、指導助言をいただくこともできた。 

 
              

○ 参加者の声 

 ・ 大昔の人たちがいたから、自分たちがいるのかもしれないと思った。どんな生活をしていたのか

知りたい。（二原遺跡見学後の感想） 

・ 大和朝廷や沖縄の人と交流をしていたことがわかった。このことから人との関わりを大切にして

いる、そんなご先祖様がいたと思うと東方に誇りがもてた。（オンライン授業後の感想） 

３ 取組の成果と課題 （○：成果 ●：課題） 

○ 地域の文化財を教材化することができ、地域に対する愛情を深め、誇りをもたせることができた。

見学に際して、ガイドボランティアにわかりやすく説明していただき、歴史的事項の理解が深まった。

また、オンライン授業を通して、専門的な知識を得ることができ、さらに深い学びにつなげることが

できた。 

● 今後も地域素材や人材を積極的に教材化して、さらに郷土への理解と愛情を深めていく必要がある。 

４ 課題解決の方策、今後の方向性など 

○ キャリア教育の視点をもって、これまでの各活動のねらいを見直していく。また、総合的な学習の

時間の年間計画や活動内容の改善を図り、積極的に地域の人材、素材を活用していく。 

○ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、地域の人的または物的な体制をさらに整備し改善し、

東方ならではの創意・工夫を生かした特色ある学校づくりを進めていく。   

オンライン授業の様子 地下式横穴墓の見学 地下式横穴墓の見学 



【永久津小学校 】 

１ 実施状況       

○ 読み聞かせ（通年）   ○ 登下校の見守り（通年） ○ 放課後子ども教室（通年） 
○ 生活科支援（１、２年：芋作り）   ○ ＰＴＡによる奉仕活動（５月、９月） 
○ 稲作体験（６月～１２月 ５年生  ○ 蕎麦プロジェクト（９月～１２月 ６年生） 
○ 外部講師による学習補助（２年～昔の遊び・３年～味覚の授業・４年～水源地見学

５年～手話教室・６年～感染症対策） 

 ボランティア登録者数（１７）人  

 年間参加者実数（ ４８０ ）人 

【連携・協働している機関】 

 永久津いきいき協議会 ＪＡこばやし営農組合 
 

２ 特色ある取組の紹介        

（１）「稲作体験」 
○ ＪＡこばやし、営農組合にアドバイスいただき、小中学校合同で計画を立てた。 
６月１８日、ＪＡこばやし、営農組合の方から苗の植え方を御指導をいただき、５年生が、
中学生と一緒に田植えを行った。１１月２日には、鎌を使って稲刈りを体験をした。体験
を通して、児童は米作りに関わる方の努力や工夫を知
ることができた。その体験も含めて、５年生は総合的
な学習の時間で、米作りに関するまとめを行った。Ｐ

ＴＡ主催による
地域の方々との
交流活動として、
１２月１９日に
中学校と合同で
収穫した餅米を
使って保護者や地域の方が「餅つき」を行った。また、
地区の｢母ちゃんの会｣の方々の協力で温かい豚汁の
振る舞いをしていただいた。 

 

（２）「地産地消を目指した蕎麦プロジェクト活動｣ 

 ○ ＪＡこばやし、営農組合、地域住民の方々に御協力いただき、９月～１２月の期間を
使って永久津地区の畑で蕎麦の栽培、収穫を行った。この体験には６年生が参加 

し、永久津中学校の生徒、永久津保育園園児も一緒に参 

加した。９月に種を蒔き、１２月に収穫した蕎麦の実を 

使って、年越し蕎麦打ち体験を１２月１６日に中学校で 

行った。ＪＡこばやし婦人部の協力もいただき、美味し 

い蕎麦を食べることができた。児童は、自分たちが収穫
した蕎麦の実が蕎麦になる体験を通して、食の大切さにも気
付くことができた。永久津ならではの食の体験ができた。 

 
３ 取組の成果と課題 （○：成果 ●：課題）                 

○ コロナ禍で感染症対策をとりながらであるが、保護者や地域の方々の御理解と御協力をいた
だき、児童は地域との関わりを実感するとともに、食についての関心や理解を深めることがで
きた。 

● 実施にあたり、時期や日程等、天候に左右される場合もあるため、打ち合わせの段階で、そ
ういった場合も含め臨機応変に対応できる計画を立てておく必要がある。 

４ 課題解決の方策、今後の方向性など 

○ 学校行事や地域、関係機関との連携による行事に関しては、日程や時間も含め、ある程度
綿密な打ち合わせを年度当初にしておくとよい。 

○ 地域行事に積極的に参加し、地域の方々とふれあう機会を増やすとともに、ボランティア
を含めた人材発掘に努める。 



                                                                    【 三松小学校 】 

 １ 実施状況              

○ 登校時の見守り隊（通年） 

○ 火曜日の読み聞かせ（通年） 

○ 交通安全協会による交通教室（4月） 

○ ６年社会科「古代の学習」講師（５月） 

○ ６年社会科「小林市の史跡」の講師（５月） 

○ 堆積物除去、窓ふき等の美化作業（５月・２月） 

○ ６年スマホ・ケータイ安全教室の講師（６月） 

○ ３年こすもす科「ほたる学習」の講師（６月） 

○ ６年ものづくり体験学習の講師（６月） 

○ ３年社会科「スーパーマーケット見学」（９月） 

○ ５年総合「米作り」の準備・補助（６月・１１月） 

○ ３年総合（福祉体験活動）の講師（1０月） 

○ ４年総合「小林のまつり調べ」の講師（1０月） 

○ ２年生活科の水族館見学案内（１０月） 

○ ４年社会科の浄水場見学支援（１０月） 

○ ４年社会科の清掃工場見学支援（１０月） 

○ ３・５年こすもす科「手話」講師（１月） 

○ ２年生活科の給食センター見学案内（１１月） 

○ ２年生活科「もっと仲良し町探検」の講師（１2月） 

○ ５・６年非行防止教室の講師（１２月・１月） 

○ ６年卒業読み聞かせ会の実施（２月） 

 

 

ボランティア登録者数（ ２ ）人 

年間参加者実数  （約１５０）人 

 

【連携・協働している機関】 

・市キャリア教育支援センター 

・市教委社会教育課 

・市手話サークル 
  
 ２ 特色ある取組の紹介 

１ 活動名「ものづくり体験学習」 

 ６月２２日（火）は、県職業能力開発協会様のご協力をいた

だいて、国家資格をもつ板金、造園、染色補正の各技能士の皆

様から物作りを学ぶ体験学習を実施した。 

 板金グループは、自分の名前を金属に打ち出し、家の門に飾

れる程の立派な作品が完成した。造園グループは、流木や土、

苔、石、盆栽を自分なりの発想で配置し、個性ある作品を完成

させた。染色補正グループは、白色の布の上に型紙を置き、そ

れに色を押し込んでいろんな色を刷り込んでいき、美しい作品

を完成させた。 

 どのグループも大変熱心に取り組み、大満足の物作り体験学

習だった。キャリア教育の一環として、子供達の職業観も広げ

る機会となり、本当に有り難かった。 

【活動の様子】 

   

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

  
 ３ 取組の成果と課題  （○：成果 ●：課題） 

○ 地域の方々と学校が一体となって児童を育てる雰囲気が定着している。 

○ ゲストティーチャーと学級担任との打ち合わせが効率よくできるようになってきており、コロナ禍でもゲストテ

ィーチャーの活用数が多い。 

● 本年度の実績をもとに、指導計画案や打ち合わせ用の資料を整理・保管し、来年度以降も継続して取り

組めるようにしたい。 
  
 ４ 課題解決の方策、今後の方向性など 

○  地域とのつながりを更に深めながら、各学年の学習内容に沿った人材の発掘と支援可能な取組を見いだ

し、教育活動の中に位置付け、継続して取り組めるようにする。 

染色補正 

板 金 



１ 実施状況                                          【 幸ヶ丘小学校 】 

〇 登校時の見守り活動（通年）  〇 読み聞かせ（通年）  〇 子ども農園の整備等（通年）   

〇 太鼓指導（通年）  〇 放課後子供教室（通年）  〇 交通安全教室（５月）  〇 社会科見学（須木特産６月） 

〇 水泳指導（６・７月）  〇 中学生による読み聞かせ（７・10・３月）  〇 木工教室（８月） 

〇 人権教育研修（８月）・PTA 奉仕活動（８月） 〇 3,4 年社会科見学（生協９月） 

〇 幸っ子フェスタ（10 月）  〇 太鼓フェスティバル参加（11 月）  〇 社会科見学（消防署 11 月）  

〇 鑑賞教室（11 月）  〇 かおる幼稚園との交流、職場体験（12 月）  〇 給食感謝集会（１月） 

〇 中学生による吹奏楽演奏（１月）  〇 ５年キャリア教育（１月）  〇 5,6 年薬物乱用防止教室（２月）  

ボランティア登録者数（約３０）人  

年間参加者実数（約３００ ）人 

【連携・協働している機関】   〇「協働の学校づくり」推進協議会  

〇 幸ヶ丘放課後子ども教室   〇 にっこばまちづくり協議会 
 

２ 特色ある取組の紹介        

１ 幸ヶ丘太鼓の指導 

○ 活動内容 

   本校職員の指導に加え、『（株）太鼓屋太鼓研修センター「響」』より 

外部講師を招き、幸ヶ丘太鼓の継承と技の向上を図っている。本年度 

は、西諸音楽大会、県太鼓フェスティバルに参加した。特に、運動会 

では地域の方に披露し喜ばれている。また、大会等に参加を重ねるこ 

とで、自信をもって太鼓を叩けるようになった。                                 

○ 参加者の声                                     【外部指導者による指導の様子】 

    お母さんから「太鼓、がんばってるね」と褒められて、嬉しかったです。（児童の声） 

 

２ 幸っ子フェスタ 

○ 活動内容 

１０月に世代間交流をねらいとして「幸っ子フェスタ」を行った。 

保護者や地域の方とふれあい、昔の遊びや昔の生活について学び、 

一緒に遊ぶ日である。 

今年は、１～４年生が昔の遊び「笹舟づくり、数珠玉あそび」を、５・６年 

生が「板金作り」をそれぞれ行った。昔の遊びは、地域の方が昔話を交え   【数珠玉で小物づくり】  

ながら作り方や遊び方を教えてくださり、児童は保護者や地域の方と一緒に楽しく活動することができた。

また、５・６年生は、ものづくりマイスターより板金製作の手ほどきを受け、職業観を広げる活動となった。 

○ 参加者の声 

    今年は、コロナで外に出て人と会う機会が減ったので、こうやって学校で機会があるとありがたいです。 

元気がでます。（地域住民の声） 

 

３ 取組の成果と課題 （○：成果 ●：課題）                 

○ コロナ禍での活動は、感染拡大防止の対策や規模縮小等の工夫が必要であったが、地域の方の協力の下、

計画的に、教科指導や栽培活動、奉仕作業等、本校ならではの教育活動を展開することができた。  

● 地域住民の高齢化等で、地域の負担も大きくなってきていると聞く。新しい人材発掘等を講じる必要がある。 

 

４ 課題解決の方策、今後の方向性など 

○ どのような状況や変化にも順応できるように、関係機関との連携を密にしていきたい。 

○ 今後も地域に愛され地域に根ざした学校として、学校と地域が双方の思いを生かした活動を目指したい。 



【 須木小学校 】 
１ 実施状況      ◎ 今年度初めて実施した活動 

 
２ 特色ある取組の紹介 

 
３ 取組の成果と課題 （○：成果 ●：課題）  

 
４ 課題解決の方策、今後の方向性など 

○ 交通立ち番指導（通年）      ○ 読み聞かせ（通年）  ○ 交通教室（4月） 

○ ホタルの学習（5月）    ○ 生活科（安全に関する）学習（6月） 

○ 須木に関する学習（6月）  ○ 奉仕作業（6月、10月）◎ 全学年芋の苗植え（6月） 

○ 租税教室（6月）      ◎ トイレ修理（9月） 

○ 水泳指導・見守り（6～7月） ○ 職員研修（須木のよさ再発見研修 7月） 

○ 手話講座（9月）        ◎ 全学年芋掘り（10月） 

○ ３年生社会科見学（10月）  ○ シェフのこばやし食育教室（10月） 

○ 校内の草抜き作業（10月）  ○ １・２・３年生生活科・社会科見学（11月） 

○ 消防署見学（11月）     ○ 鑑賞鑑賞（11月）   ◎ 土木の日（11月） 

○ ＰＴＡお楽しみ会（11月）  ○ ４年生社会科見学（11月） 

○ うなぎの放流体験（11月）  ○ ２年生まちたんけん（12月） 

○ 非行防止教室（12月）    ○ 警察署見学（12月）  ○ 人権教室（12月） 

○ 保育園との交流（12・1月）  ○ 火災の避難訓練（1月） ○ 立志式講話（2月） 

ボランティア登録者数（21）人 

年間参加者実数（270）人 見込も含む 

【連携・協働している機関】  

〇 小林市役所須木庁舎 〇 すきむらづくり協議会 

【草抜き作業】 

 昨年度に引き続き、須木商工会女性部の方々から申し出があり、

校内の草抜きの作業を行っていただきました。全校児童、職員も

少なく、思うように除草作業などができていないところの作業

で、非常に、有り難かったです。２時間の作業で、校内が見違え

る程きれいになりました。後日実施した保護者・児童・職員によ

る奉仕作業も範囲が減り、負担の軽減が図られました。 

 

【土木の日】 

 小林土木事務所、小林地区建設業協会、小林地区造園組合、西

緒県地区測量設計業協会の皆様による、土木に関する体験学習を

行っていただくことで、職業について考えさせるよいきっかけと

なった。また、別に行っていただいたボランティア活動によって、

老朽化のために立入禁止にしていた体育館の外階段の撤去、体育

館屋根の草取り、背丈の高い樹木の剪定、コンクリートによる出

入口のスロープ作りを行っていただき、児童の安全を確保することができた。 

○ 地域の方に学校環境整備作業を行っていただき、保護者・児童・職員の負担を減らすことができた。 

○ 地域や地域人材との交流を行うことで、地域に対する児童の意識を高めることができた。 

○ 土木の日で、職員等ではできない大がかりな奉仕作業を行っていただくことで、安全面の確保ができたと

ともに、費用の面でも非常に有り難かった。 

● 依頼する人材が限定されており、新たな活動を組み込むのが難しくなっている。 

○ 方法や内容を少しずつ変えたり工夫したりしながら、より効果的な学校支援の在り方を模索していく必要

がある。 



 

                                         【 野尻小学校 】 
１ 実施状況 

○ 読み聞かせ（通年） 
○ 伝統芸能指導【棒踊り】（６～９月） 
○ 地域の歴史学習支援（４年１１月） 
○ 田植え・稲刈り支援（６月・１０月） 

○ 登下校安全指導（通年） 
○ 学習支援<プリントの丸付け・印刷他>(通年) 
○ 芋植え・芋掘り支援（６月・１１月） 
○ 収穫感謝集会参加（１２月） 

○ 国際理解教育支援(３・４年授業支援) 

ボランティア登録者数（４５）人 
年間参加者実数（３９１）人※R3.12 月現在 

【連携・協働している機関】 JA こばやし・営農組合 
フロンティアのじり・読み聞かせボランティア・国際交流支援の会 

 

２ 特色ある取組の紹介 

【学習支援ボランティア】 

 昨年度から取り組んでいる学級運営支援に加えて、本年度は、

直接的な授業支援が加わりました。授業支援の主な内容は、学習

活動の補助、思考及び理解を促すための助言、担任の指示の確認、

練習問題の丸付け、姿勢その他学習態度に関する支援です。児童

は、「ボランティアの先生に分からなかったところを教えて貰え

て、嬉しい。」と感想を述べていました。また、ある授業者は、

「理科実験でサポートしていただき、ありがたかった。」と話し

ていました。今後も地域に根ざし地域とともに児童を育む「協働

の学校づくり」を目指すとともに、学校の教育活動の一層の充実

を図っていきたいと考えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(ボランティアの活動の様子) 

《本年度の主な取組》施設内の消毒の加勢、プリントの印刷や製版、宿題の丸付け、教具の作成、図書の

製本、提出物のチェック。空き教室(学習室)を専用の部屋として、毎日２～５名のボランティアが来校さ

れ、業務にあたられています。 

【伝統芸能指導～棒踊り】 

 今年も、５、６年児童は、東麓新地馬場保存会の皆さんから、 

棒踊り練習や棒踊りの歴史（講話）についてご指導いただきまし 

た。児童が、運動会で保護者や地域の方に棒踊りを披露すること 

で、郷土芸能が児童に継承されていることを広く伝えるとともに、 

児童も達成感を味わうことができました。 

 また、５年生の「棒踊りの歴史」学習では、棒踊りの動きや衣 

装・道具の意味、野尻小で棒踊りが伝承されるようになった経緯 

等を詳しく分かりやすく説明していただきました。保存会の方々 

の熱い思いも伝わり、児童は、「野尻地区に伝わる棒踊りを頑張 

って覚えるぞ。」と話し、伝統を継承することの大切さと責任を  (運動会での棒踊り披露の様子) 

強く感じることができる時間となりました。          

  

３ 取組の成果と課題（○：成果 ●課題） 

○ 児童にとっては、多様な人との関わりの中で、社会性や学習意欲の向上が図られた。 
○ 職員にとっては、学習支援ボランティア導入により、児童と直接向き合う時間をより確保できた。 
○ 地域住民等にとっては、ふれあいの場となり、学校での絆づくりを推進することができた。 
● 個人情報の守秘義務の徹底 

 

４ 課題解決の方策、今後の方向性など 

○ 学校コーディネーター(教頭)が早めに担当者(授業者)と打合せをして、充実した教育活動が展開で 

きるように、教育活動の目的や流れ、配慮事項等を確実にボランティアにつなぎたい。 
○ 個人情報の守秘義務については、必要に応じて適時、具体例を挙げて話題にし、理解を図っていきた

い。 



【 栗須小学校 】 
１ 実施状況 

〇 読み聞かせ（毎月１回、朝の活動の時間に実施） 
〇 学習支援ボランティアによる授業支援（通年） 
〇 通学時におけるあいさつ運動（地区別とＰＴＡ専門部会を交互に、毎月実施） 
〇 ＰＴＡ奉仕作業および環境整備部美化活動（年間５回実施） 
〇 学校田での稲作活動の支援（ＰＴＡ事業部が中心、６月田植え、１１月稲刈り） 
〇 プール清掃における消防団の協力（６月） 
〇 総合的な学習の時間における「鉦踊り」の伝承活動の支援（保存会の方から ８・９月） 
〇 校内持久走大会における中央消防署及び消防団の協力（１１月） 
〇 学校梅園の剪定作業（１１月） 
 支援ボランティア登録者数（14 人） 
 年間参加者実数（1,030 人） 

【連携・協働している機関】 
 〇 読み聞かせボランティア「たんぽぽ」 
 〇 みかんやまスマイル会議 

 

２ 特色ある取組の紹介 

〇 学習支援ボランティアによる支援 

  学習支援ボランティア登録者の方を中心に、プリントの丸付け

等の支援をいただいており、担任の負担軽減につながっている。コ

ロナ禍により、以前より学級内での授業支援は減ってきているが、

５年生の家庭科でミシンを使う際など、支援ボランティアに入っ

ていただいたことにより、より細かな指導が可能となった。 
〇 学校田での稲作活動の支援 

  学校近くにある学校田で育てている「栗須っ子米」（もち米）の

栽培はＰＴＡ事業部をはじめ、多くの方の協力と支援をいただき

ながら行っている活動である。親の世代から続く学校田での米作

りは栗須小には欠かせない活動となっており、地域の高齢者とも

ふれ合うことのできる貴重な体験活動である。 
〇 みかんやまスマイルフェスタにおける地域との協働 

  １１月に行われる「みかんやまスマイルフェスタ」では、午前中

に持久走大会と餅つき（収穫祭）、午後からは地域の方と共に防災

訓練を行っている。「みかんやまスマイルフェスタ」は子ども達と

保護者はもとより、地域住民と消防関係機関も協力して実施して

おり、互いの絆が深まる恒例行事である。例年、午後からは防災訓

練を行っているが、本年度は特に、フェスタのメインとして宮崎県

の防災へり「あおぞら」が運動場に着陸して救助訓練を行う様子を

見学し、キャリア教育にもつながる活動となった。 

 

３ 取組の成果と課題 

○ 保護者、地域住民共に学校に対しての協力は惜しまないという思いが強く、様々な活動に対

して多くの協力をいただき、充実した活動が可能となっている。「互いに知恵を絞って意見を出

し合い、決まったことに積極的に関わっていく」という「三ケ野山魂」が根付いている。 
● コロナ禍により、地域と学校の協働活動が限られてきている部分がある。コロナ禍でも継続

していける活動を考え、工夫していくことが必要である。 
● 学校に関わる方に、守秘義務の遵守や人権への配慮を周知しておく必要がる。 

 

４ 課題解決の方策、今後の方向性など 

○ 地域からの協力により協働を進めるだけでなく、学校からの情報発信と働きかけにより、充

実した協働活動へとつなげていきたい。 



【 紙屋小学校 】 

１ 実施状況       

○ 読み聞かせ（通年）  ○ 登下校の見守り（通年）  文化伝承活動「城攻め踊り」（通年） 

○ 環境整備活動（通年、一斉は年２回）  ○ 運動会支援（９月） 

○ 学習支援：生活科「七夕飾りづくり」（７月）、「昔の遊び」（２月） 

○ 体験活動支援「もち米づくり」（６月：田植え、１０月：稲刈り、通年：除草等） 

        「イモの栽培」（６月：イモの苗植え、１１月：イモ掘り、通年：除草等） 
 

ボランティア登録者数（ ２５ ）人        【連携・協力している機関】 

年間参加者実数（ ２８８ ）人            読み聞かせグループ「たんぽぽ」 

 

２ 特色ある取組の紹介        

（１）体験活動「芋苗植え、芋の収穫」 

 小学１年生から３年生までが参加している。６月に苗植え、 

１１月に収穫を行い、どちらの活動にもＪＡ職員やＪＡ青年部及 

び有志の方々に支援をいただいている。収穫後は、１年生から６ 

年生がそれぞれの発達段階に合わせた芋料理行い、農業と食につ 

いての貴重な体験活動となっている。 

（２）文化伝承活動「城攻め踊り」 

 紙屋地区に伝わる伝統芸能「城攻め踊り」について、城攻 

め踊り保存会の方からその歴史について講話をいただき、そ 

の後練習を行っている。練習では、保存会の方々から踊りの 

手本を披露していただいたり、６ 

年生が４・５年生に踊りを教えた 

りしている。小中合同運動会は規 

模を縮小しての開催となり、オー 

プニングセレモニーとして城攻め 

踊りを披露することができた。 

 城攻め踊りについては地域の方の思いも強く、今後も地域の伝統芸能として末永く紙屋地区に残

していくための大きな役割を担っている。 
 

３ 取組の成果と課題 （○：成果 ●：課題）                 

○ 豊富な地域人材に恵まれ、子どもたちは恵まれた環境の中、様々な教育活動の支援をしていた

だいている。ボランティアの方々には普段から学校へ足を運んでいただき、児童との交流が図ら

れている。 

● 新型コロナウイルスの影響により、本年度は活動の中止や規模を縮小して実施せざるを得ない

ことが多くあった。 

 

４ 課題解決の方策、今後の方向性など 

今後、コロナ禍の中の学習支援の在り方について、ボランティアの方と一緒に考えていく必要が

ある。新規ボランティア発掘のために今後地域への呼びかけを行っていきたい。 


































